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林
宝
訓
』
諸
版

の
系
統

椎

名

宏

雄

一

大
正
大
蔵
経
第
四
八
巻
の
巻
末

に
近
く
、
『禅
林
宝
訓
』
四
巻
が
収

録
さ
れ
て
て
る
。
目
次
に

「
明
浄
善
重
集
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
浄

善
に
よ
る
本
書

の
重
集
は
南
宋
期
で
あ

っ
た
。

い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
も
付
せ
ら
れ
て
い
る
、
浄
善
の
序
文
に
よ
れ

ぼ
、
本
書
は
も
と
大
慧
宗
杲
と
竹
庵
士
珪
と
が
江
西
の
雲
門
庵
で
編
集

し
、
こ
れ
を
東
呉
の
沙
門
浄
善
が
淳
熈
年
間

(
一
一
七
四
～
一
一
八
九
)

に
大
幅

に
増
補
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
宋
代
先
徳
の

語
録
や
伝
記
中
か
ら
参
禅
修
道
者
の
訓
誡
策
励
と
な
る
べ
き
語
句

・
機

縁
約
三
百
篇
の
抄
出
編
集
で
あ
り
、
各
篇
ご
と
に
出
拠
を
明
示
す
る
と

い
う
特
長
が
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
本
書
の
性
格
に
よ
り
、
宋
代
以
降
の
禅
門
で
は
同
じ
よ
う

な
傾
向

の

『
緇
門
警
訓
』
な
ど
と
と
も
に
す
こ
ぶ
る
愛
用
さ
れ
、
時
代

ご
と
に
版
を
か
さ
ね
し
て
る
。
特
に
明
代
以
降
の
す
べ
し
の
大
蔵
経
に

入
蔵
し
し
か
ら
は
、
数
あ
る
禅
書
中
で
も
重
要
な
地
位
に
お
か
れ
て
い

る
。し
か
し
、
本
書
は
多
く
の
諸
版
に
よ
り
、
書
名

・
巻
数

・
篇
数
な
ど

を
異
に
す
る
も
の
が
あ
り
、
文
献
史
的
に
テ
キ
ス
ト
の
総
合
的
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
次
頁

に
本
書

の
諸

版
を

一
覧
し
て
お
こ
う
。

た
だ
し
、
近
年
の
諸
大
蔵
経
の
再
印
本
な
ど
は
省
略
し
た
。

二

表
示
し
た
二
二
版
の
う
ち
、
所
在
や
伝
存

の
知
ら
れ
る
の
は

一
七
版

で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
中
で
⑨
の
明
刻
本
を
の
ぞ
く

一
六
版
を
閲

覧

・
調
査
し
て
い
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き

は
②
⑤
⑧
⑪
⑫
⑭
⑱
の
諸

版
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
、
各
版
の
書

誌
的
特
徴
を
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
②
の
五
山
版
A
は
、
す
で
に
各
所
蔵
機
関

の
解
題
や
川
瀬

一
馬

『
五
山
版
の
研
究
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
無
学
祖
元
の
法
嗣

で
あ
る
古
倫
慧
文
の
募
縁

に
よ
り
、
弘
安

一
〇
年

(
一
二
八
七
)
に
建

長
寺
相
続
庵
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
古
倫
の
刊
語

に
つ
づ
く

8
2
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禅
林

宝
訓
』

諸
版

の
系
統

(椎

名
)

浄
善

の
原
序
、
勧
縁
者
程
彦
弼
以
下
五
名
の
連
名
、
安
慶
府
太
平
興

禅
寺
住
持
嗣
祖
比
丘
妙
機
校
証
、
な
ど
の
刻
記
は
、
と
も
に
浄
善
が

行
し
た
宋
版
の
そ
れ
を
忠
実
に
印
刻
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
内
題
の

「禅
門
宝
訓
集
」、
上
下
二
巻
の
調
巻
、
全
二
七
八
篇

の
篇
数
な
ど
も
、

宋
版
当
時
の
形
態
を
示
す
貴
重
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、

の
ち
の
④
や

の
底
本

・
祖
本
的
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

⑤

の
高
麗
版
に
つ
ぃ
し
は
、
大
屋
徳
城
氏
に
よ
る
京
城
大
本
、
稲

岩
吉
氏
に
よ
る
同
氏
所
蔵
本
の
各
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
が
、
東
洋
文

本
に
つ
ぃ
て
は
未
紹
介

の

よ
う

で
あ

る
。
該
書
の
調
巻
や
篇
数
は
前

述
の
②
五
山
版
A
と
全
同
で
あ
る
が
、
巻
末
に
は
(
一
)
永
中
の
重
刊
語
、

(
二
)

原
刊
記
、
白
原
校
証
者
銘
、
(
四
)
尤
袤
の
敬
跋
、
(
五
)
幻
庵
混
修
の
跋
、

(
六
)

募
縁

・
助
縁
者
銘
、
(
七
)
刊
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
(
三
)
は

前
述
の
②

の
も

の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
他
の
諸
記
は
本
版
独
自
、
ま
た

は
本
版

を
最
古
と
す
る
。
ま
た
、
内
題
は

「禅
林
宝
訓
」
で
あ
る
。

(
一
)

の
永
中
の
重
刑
語
と
(
二
)
の
原
刊
記
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

是
帙
、
刊
行
久
 
。
板
留
松
源
和
尚
塔
院
。

一
夕
災
、
板
亦
随
燬
。
識
者闕

焉
、
今
募
衆
縁
、
重
新
鐙
梓
、
以
寿
其
伝
。
使
見
聞
之
士
、
如
与
諸
大
老
、

周
旋
於
千
載
之
上
、
甚
適
所
願
矣 
。
甲
午
中
秋
、
呉
門
比
丘
永
中
謹
識
。

板
留
長
蘆
禅
寺
印
行

永
中
は
僧
伝
等
に
は
不
載
で
あ

る
が
、
『
紬
門
警
訓
』
や

『高
峰
和

尚
禅
要
』
を
も
刊
行
し
た
人
で
あ
り
、
中
峰
明
本
の
門
弟
で
あ
る
。
甲

午
は
元

の
至
元
三
一

年

(
一
二
九
四
)
に
相
当
す

る

か
ら
、
こ
の
年
に

本
書
を
真
州
長
蘆
寺
か
ら
重
刊
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
祖
本

は
、
松
源
和
尚
塔
院
の
印
板
と
さ
れ
る

か
ら
、
松
源
崇
岳

(
一
一
三
二

～

一
二
〇
二
)
が
入
塔
さ
れ
た
杭
州
霊
隠
寺
で
の
刊
行
本
と

み
て
よ
い
。

そ
れ
は
浄
善
の
初
刻
本
か
、
ま
た
は
こ
れ
を
承
け
る
未
知
の
宋
版
か
の

い
ず
れ
か
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
(四
)の
尤
袤

に
よ
る
敬
跋
と
は
、
内
題

を

「
二
絶
敬
践
天
池
善
老

宝
訓
集
後
」
と
す
る
七
言
絶
句
二
首
の
賛
で
あ
り
、
壬
寅
重
陽
の
年
記

を
も
つ
行
書
体
で
あ
る
。
尤
袤

(
一
一
二
七
～

二

九
四
)
は

『
遂
書
堂

書
目
』
で
知
ら
れ
る
人
で
あ
り
、
壬
寅
は
淳
熈
九
年
で
あ
る
。
し
た
が

っ
し
、
こ
の
敬
跋

は
、
浄
善
に
よ
る
本
書

の
初
刻
が
淳
煕
九
年

(
一
一

八
二
)
九
月
以
降
で
あ
る
こ
と
、
本
書
の
て

称
が

「禅
門
宝
訓
集
、」
と

も
称
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
浄
善
は

「
天
池
」
と
て
う
寺
て
か
道
号

が
冠
せ
ら
れ
る
人
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
知
ら
し
め
る
貴
重
な
遺
文
で

あ
る
。(
五
)

の
跋
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

右
宝
訓
者
、
宋
之
高
僧
妙
喜

・
竹
菴
、
愍
諸

末
学
、
多
求
声
名
、
不
修
道

徳
、
共
集
尊
宿
之
高
談
、
叢
林
之
遺
訓
、
可
以
警
衆
者
、
析
為
二
巻
、
目
之

日
禅
林
宝
訓
。
両
街
了
菴
行
斉
公
得
之
一
部
、
歎
未
曽
有
、
嘱
門
人
尚
偉
禅

者
、
募
縁
彫
板
、
広
令
流
布
。
幻
菴
為
題
数
語
于
末
。

宣
光
八
年
戊
午
二
月
書
于
宴
晦
菴

さ
ら
に
、
(
七
)の刊
記
は

「
留
板

忠
州

青
竜
禅
寺
」
と
あ
る
。
以

上
に
よ
り
、
こ
の
高
麗
版
は
永
中
が
長
蘆
寺

で
重
刊
し
た
元
版
を
、
宣
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光
八
年

(
一
三
七
八
)
に
高
麗
末
期

の
禅
匠
、
幻
庵
混
修

(
一
三
二
〇
～

一
三
九
三
)
の
跋
を
え
て
、
忠
州
青
竜
寺
で
開
版
し
た
半
島

で
の
初
刊

本
で
あ

っ
た
。

⑦
の
明
版
は
、
各
巻
末
に
音
切
を
置
き
、

巻
末
に
正
統
八
年

(
一
四

四
三
)
に
呉
興
大
海
に
よ
る

重
刊
後
序
と

「
板
存
嘉
興
三
塔
寺
大
乗
堂

流
通
」

の
刊
記
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
従
前
本
に
比
し
て
本
文
に

一
二
篇

の
増
添
が
な
れ
れ
、
大
正
蔵
経
本
と
同
じ
全
二
九
〇
篇
と
な

っ

て
ぃ
る
。

こ
れ

は
、
⑦
を
承
け
る
嘉
靖
二

一
年

(
一
五
四
二
)
に
金
剛

山
表
訓
寺
刊
行

の
朝
鮮
版
⑧
も
同
じ
で
あ

っ
て
、
お
そ
ら
く
は
⑦
の
底

本
が
す

で
に
増
添
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
呉
興
大
海

は
大
明
南
蔵
中
に
多
く
の
再
編
禅
籍
を
初
入
蔵
さ
せ
た
定
巌
浄
戒
の
法

嗣
で
あ
り
、
本
書
も
浄
戒
の
住
し
た
鐘
山
霊
谷
寺
で
得
た
こ
と
を
後
序

で
述
べ
し
ぃ
る
か
ら
、
増
添
者
は
浄
戒
に
擬
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。

⑩

の
成
簣

堂
所
蔵
本
は
、
明
玄
の
践
と
円
経

の
重
刊
記
な
ど
か
ら
、

や
は
り
⑦
を
承
け
る

一
本
で
あ
る
が
、
巻
末
に
尤
袤
の
敬
跋
を
刻
し
て

ぃ
る
の
は
、
③
の
元
版
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
ろ

う

か
。
ま
た
、
⑨
は

『北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
子
部
に
、
明
刻
本
と
し

て
著
録
さ
れ

る

一
本

で
あ
る
。
⑦
⑧
⑩
の
ぃ
ず
れ
と
も
版
式
を
異
に
し
、
所
在
の
知

ら
れ
ぬ
⑥
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

い
ま
は
別
版
と
し
て
お
く
。

明
版
大
蔵
経
の
入
蔵
本
⑪
⑫
⑬
に
つ
い
し
は
、
明
末
に
北
蔵
の
続
蔵

部
分
に
本
書
が
入
蔵
し
、
こ
れ
が
南
蔵
の
続
蔵
部
分

に
も

編

入
さ
れ

た
。
と

こ
ろ
が

一
方
、
⑫
の
嘉
興
蔵
本
も

万
暦

一
八
年

(
一
五
九
〇
)

『
禅
林
宝
訓
』

諸
版

の
系
統

(椎

名
)

と
ぃ
う
明
末
の
刊
記
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
三
種
の
入
蔵
本
は
さ

し
た
る
隔
り
も
な
く
、
次

々
と
入
蔵
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑪
は
目
下
み
ら
れ

な

い
が
、
『
閲
蔵
知
津
』
巻
四
三
の
解
題
、
北
蔵

本
を
承
け
る
と
て
う
⑲
竜
蔵
本
の
内
容
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

⑬
の
南
蔵
本
も
快
友
寺
の
蔵
経
目
録
と
部
分
写
真

に
よ
る
検
討
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
ら
南
北
両
蔵
本
は
と
も
に
⑫
の
嘉
興
蔵
本
と
同
内
容
の
四

巻
本
で
あ
り
、
そ
の
調
巻
が
北
蔵
本
に
は
じ
ま
る
こ
と
を
示
唆
し
て
ぃ

る
。そ
の
他
、
⑯
の
黄
檗
蔵
本
、
わ
が
近
代

の
縮
蔵
本
や
正
蔵
本
は
、
い

ず
れ
も
嘉
興
蔵
本
と
同
じ
体
裁
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、
む
し
ろ
近
世

の
⑭
寛
永
本
や
⑰
頭
書
本
は
、
前
掲

の
②
五
山
版
A
の
系
統
に
属
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
⑱
の
註
拾
遺
本
で
、
五
山
版
系
統
に
な
く
蔵
経
本
系

統
に
増
補
さ
れ
る

一
二
篇
の
注
疏
の
み
な
ら
ず
、
両
系
統
を
代
表
す
る

二
本

(⑰
頭
書
本
と
⑯
黄
檗
蔵
本
か
)
に
よ
る
本
文
の
校
注
を
付
し
、

巻
首
に
は
崇
禎

一
七
年

(
一
六
四
四
)
の
如
祐
に
よ

る
序
を

お
い
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
崇
禎

一
七
年
ご
ろ
に
も
関

・
粤
地
方
で
本
書
が
刊

行
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。

三

以
上
、
諸
版
に
つ
い
て
重
点
的
な
紹
介
を
し
た
が
、
書
名

・
調
巻

・

篇
数
の
相
違
に
よ

っ
て
、
完
全
に
二
つ
の
系
統
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
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と
な

っ
た
。
本
書
の
先
駆
を
な
す
大
慧

・
竹
庵
の
編
録
は
と
も
か
く
、

淳
煕
九
年

(
一
一
八
二
)
ご
ろ
天
池
浄
善
が
上
下
二
巻
二
七

八
篇

と

し

て
初
刻
を
な
し
て
以
来
、
増
添
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
再
編
さ
れ
て
四

巻
二
九
〇
篇
と
変
遷
す
る
さ
ま
を
系
統
の
別
に
よ

っ
て
示
す
と
、
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
る
。

右

の
よ
う
に
、
五
山
版
系
が
上
下
二
巻
に
二
七
八
篇
を
収

め
、
内
題

を

「禅
門
宝
訓
集
」
と
す
る
の
は
、
ぃ
う
ま
で
も
な
く
宋
版
の
古
型
を

保
持
す

る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
期
の
単
行
書
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
テ
キ

ス
ト
が
明
蔵
本
系
と
異
な
る
点
を
れ
ら
に
加
え
る
な
ら
ば
、
浄

善
の
序
文
中
、
後
者

に
共
通
す
る

「
・
・
・
・
・
・

楊
岐

・
黄
竜
下
至
仏
照

・
簡

堂
・
・
・
・
・
・

」
と
あ
る
字
句
の

「
楊
岐
」
の
二
字
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
二

七
八
篇

は
た
し
か
に
黄
竜
下

の
み
な
ら
ず
、
雲
門

・
曹
洞

・
楊
岐
の
各

宗
派
に
わ
た
る
尊
宿
を
網
羅
し
、
か
つ
楊
岐
派
の
も

の
が
最
多
で
あ
る

か
ら
、

の
ち
に
序
文
は
再
編
者
に
よ

っ
し
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し

『
禅
林
宝
訓

』
諸
版

の
系
統

(椎

名
)

た
が

っ
て
、
そ
れ
が
な
い
五
山
版
系

の
テ
キ

ス
ト
は
、
す
べ
て
の
点
で

素
朴
な
古
型
と
い
え
る
。

一
方
、
高
麗
版
は
篇
数
や
調
巻
こ
そ
五
山
版
と
同
じ
で
あ
る
が
、
す

で
に
書
て
を

『禅
林
宝
訓
』
と
し
、
浄
善
の
序
文
中
に

「楊
岐
」
の
二

字
を
み
る
。
そ
の
原
本
で
あ
る
永
中
刊
の
元
版
が
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス

ト
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
代
以
降
の
大
陸
版

・
朝
鮮
版
は
、
す
べ
て

こ
の
形
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
間
、
元
末
か
明
初
に

一
二
篇
が
増
添
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
登
場

し
て
全
二
九
〇
篇
と
な
り
、
こ
れ
が
明
末

の
北
蔵
本
に
ぃ
た
っ
て
四
巻

に
再
編
さ
れ
た
。
以
後
、
入
蔵
本
は
つ
き
つ
ぎ
に
底
本
と
な
っ
て
大
き

な
流
れ
を
つ
く
り
、
正
蔵
本
に
ぃ
た
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
い
つ

し
か
古
型
を
も

つ
五
山
版
は
忘
れ
去
ら
れ
し
し
ま
っ
た
が
、
江
戸
刊
本

類
が
こ
れ
を
承
け
て
い
た
の
は
特
筆
す
べ
き
勝
事
で
あ
る
と
共
に
、
禅

籍
テ
キ
ス
ト
の
文
献
史

の
上
か
ら
は
注
目
す

べ
き
事
例
で
あ

っ
た
。

さ
い
ご
に
、
以
上
考
察
し
た
本
書
の
系
統
図
を
前
頁
に
示
し
、
禅
録

テ
キ
ス
ト
の
流
れ
を
知
る
た
め
の

一
助
と
し
た
ぃ
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

禅
林
宝
訓
、
禅
門
宝
訓
集
、
浄
善

(駒
沢
大
学
講
師
)
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